
産地消フェアｉｎなよろが市民文化センターで
行われ、多くの市民で会場は賑わっていました。

当日は、牛乳・牛肉・豚肉の格安販売や地場産物の
販売コーナー、そば打ち、どん菓子の実演、市内飲食
店が考案した「なよろバーガー」や「なよろおこわ」、
「ゆきわらべおしるこ」の試食に行列ができる人気で
した。
また、名寄産もち米を使ったアイディア料理コンテ

ストの表彰式も行われ、作品も展示されていました。

地

１２/１３・１４ なよろスペシャルジャンプ２連戦

の度、上川北部幼少年婦人防火委員会（山崎
博信会長）に(財)日本防火協会（片山虎之助

会長）から幼年消防用小鼓笛対セットが贈られまし
た。
民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進事業と

して、宝くじの助成金で整備しているもので、贈呈
を受けた風連幼稚園・さくら保育園幼年消防クラブ
では、子どもたちからの元気いっぱいのお礼の言葉
が響き、さっそく元気よく演奏を披露していました。

こ

１２/６ 地場産物を求め多くの市民でにぎわう

１２/１２ 宝くじの助成で、幼年消防用鼓笛隊セットが贈呈されました

１２/９ 女子柔道佐藤愛子選手が帰郷報告

京五輪女子柔道５７ｋｇ級に出場した佐藤愛子
選手が五輪後初めて名寄市へ帰郷し、報告会が

行われました。
五輪で負傷した右ひざは回復し、現在はランニング

や柔道着を着ての打ち込みを開始している。今後は４
月の体重別選手権に出場する予定。「オリンピックの
借りはオリンピックでしか返せないので一年一年頑張
っていきたい。」と抱負を語っていました。

北

内ジャンプ開幕戦となる第39回名寄ピヤシリジ
ャンプ大会兼第46回北海道新聞社杯ジャンプ大

会が13日に、第24回吉田杯ジャンプ大会が14日にピヤ
シリシャンツェで開催されました。
ピヤシリジャンプ大会には、138人が出場し、吉田

杯ジャンプ大会には135人が出場しました。大勢の観
衆や応援団が会場を訪れ、選手たちが描く大きなアー
チに歓声や拍手を送っていました。
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